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とされる。この広告は 1877（明治 10）年 6 月 13 日の『東京日日新聞』（第
1657 号）における「プロビデント・クラークス相互生命保険会社」の広告で





























に 1879（明治 12）年から 1883（明治 16）年にかけて類似保険の設立が相次
いだ。たとえば、生命保険関連では「縦積社」（明治 12 年設立）、「遺族保全




































































通りに 500 名に限定し、欠員はその都度補充するとされた。その資格は 15 歳
ないし 50 歳の健常者とし、診査は行なわず、掛金は年齢に無関係で一律とし、








































は宮城県などの東北地方であった。明治 30 年代には全国で類似保険は 300 以
上あったといわれている。




















































は 1,500 人とし、年齢は 15 歳以上 50 歳以下で健康であれば、本籍や寄留を
問わず、官民の別なく入社ができた。そして本社創立時の出資金として各人
5円ずつ拠出し、合計 2,500 円を積金として、第七十七国立銀行に預け、年 1
割の利子をつけ、それを社長以下諸役員および小使給料その他の社中一切の
雑貨にあて、利子の余分は積金に加えた。社員はあらかじめ恵贈金のための












































































後の 1884（明治 17）年には、契約者数は 2,416 人にのぼり、保有契約高は
118 万 6,800 円になった。この拡大には、前述の長崎県の場合と同様に、1880
（明治 13）年に福澤と門下生らによって設立された「交詢社」という結社組
































































































公募にあたって多数株主主義を採用した。帝国生命は 1株の額面を 50 円（明
治生命は 100 円）とし、資本金総額を 30 万円（明治生命は 10 万円）とした。
多数株主主義の方針を採ったので、帝国生命では大株主は存在せず、株式総
数 6,000 株のうち、200 株を上限として、30 株以上の株主は 47 名であり、残
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段として利用していた。1894（明治 27）年に「仏教生命保険株式会社」（明





















一方、1893（明治 26）年から 1895（明治 28）年まで、全国的に類似保険
が数多く開業し、中四国地方や九州地方では約 300 社あったとされている。
1899（明治 32）年の時点で、設立が官報に掲載された類似保険は 8月中で 37

















































































































。第一生命は 1906（明治 39）年 10 月に第 1回の社員配当を行なった。こ


































 （ 107 ） 明治期の生命保険業と相互扶助の精神 358
入年齢は 1歳から 15 歳、保険金は最高 3,000 円最低 100 円とした。保険料計
算の基礎として、死亡表は「ファール氏第三表」（男子表）、予定利率は年 4
分 5厘、入営率は 100 分の 10 とし、付加保険料は一時払いで純保険料の 8％、
年払い甲種で同 25％であった。営業保険料は甲種毎年払いで 1歳加入が保険




















護国生命（明治 29 年設立）、北海生命（明治 31 年設立）の三社が合同して設
立された会社であった。もう一つは大阪生命保険会社（以下は大阪生命）に
よる大規模な合併であった。もともと大阪保険会社（後の大阪海上火災）の





年設立）、萬世生命（明治 26 年設立）、海国生命（明治 26 年設立）、酒家生命
（明治 26 年設立）、大日本生命（明治 22 年設立）、禅徒生命（明治 30 年設立）、
























額を取り止めて、10 万円から 15 万円に変更され、翌 1904（明治 37）年に各
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会社は供託を完了した。しかしスタンダードとミューチュアルの 2社は、こ
の時に日本から撤退した。







1906（明治 39）年度が件数 2.2％、金額 11.3％、1907（明治 40）～ 1911（明












（明治 36）年の 10 年間で、生命保険契約高は 6倍以上になった（ちなみに、
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